
        

 

 

 ２０２３年１１月８日 

Ｔ Ｈ Ｋ 株式会社 

 

クロスローラーガイドの製品ラインナップを拡充 

～センターレールタイプを新たに追加～ 
 
ＴＨＫ株式会社（東京都港区 代表取締役社長：寺町 彰博、以下、ＴＨＫ）は、ケージずれ防止機構付きクロスローラーガイド標

準タイプのラインナップを拡充し、さらにセンターレールタイプをカタログ標準品として追加いたします。 

 

クロスローラーガイドは精密ローラーを直交させて保持したケージを専

用レールと組み合わせた構造で、有限ストロークの動きの軽い直動案内

です。ＴＨＫ独自のラック＆ピニオン機構を備えており、これによりケージず

れの無い正確な動きを実現します。用途は半導体製造装置をはじめ、電

子部品の製造装置や光学測定器などに最適で、OA機器および周辺機器

といった従来からあるニーズ以外にも需要が多く見込まれております。 

 
これまでは、取付間隔を自由に設計できる標準タイプがラインナップの

中心でしたが、今回新たに取付の簡略化や装置のコンパクト化を実現す

るセンターレールタイプ*を追加いたしました。既存の VR 形に比べローラ

ー数を増やし、基本定格荷重・剛性が大幅に向上し、かつ長寿命です。 
*標準タイプの内側 2本のレールが一体化した形状 

 
多様なニーズにお応えすべくクロスローラーガイドは、標準タイプ、センターレールタイプともに形番数を大幅に拡充し、より多彩

な製品ラインナップを展開いたします。 

 
ＴＨＫは、今後もさまざまな分野のニーズに合わせた製品を開発、提供し、幅広い装置の高性能化に貢献してまいります。 

 

特長 
⚫ ケージずれ防止 

独自設計のラック＆ピニオン機構を採用することで、装置の駆動による振動や慣性力、衝撃などによって発生する

ケージずれを防ぎます。 

 
 
 

 
 
 
 
 

⚫ 標準タイプは VR形と寸法互換 
ケージずれ防止機構付きクロスローラーガイドの標準タイプは既存 VR形と同一取付寸法のため、容易に置換えが

可能です。 

 

⚫ センターレールタイプは取付工数削減、装置のコンパクト化を実現 
センターレールは標準タイプの内側 2本のレールが一体化した形状になっています。これにより、取付が簡略化さ 

れ、幅寸法のコンパクトなテーブルユニットが構成可能です。 

 
 

 
 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

ＴＨＫ株式会社 マーケティング PR部 担当：中川 / 石川   TEL：03-5730-3845  E-mail: thk-sp@thk.co.jp 
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